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はじめに 

本書は、通信講座「篠研の日本語教育能力検定試験対策」の「チェックテスト“キーワード 30”」に、若

干の加筆修正を加えてまとめたもので、日本語教育能力検定試験（以下、検定試験。）全出題範囲の中から

重要なキーワードを一問一答形式でまとめたものです。本書を繰り返し読み込んでいただくことによって、

検定試験頻出キーワードをマスターすることができます。 

なお、重要キーワードにつきましては問題が重複しているものもございます。予めご了承ください。 

ぜひ、本書を最大限活用し、検定試験の合格切符を手にしてください！！ 

  

 

本書の使い方 

 

 

①出題範囲を確認します。 

②問題を解く前に、答えの部分を隠します。 

③（   ）の中に入るキーワードを考えます。 

④わからない場合は講義資料を確認します。（通信講座会員） 

⑤覚えたら □ にチェックを入れます。 

著作権について 

本書は著作権法で保護されている著作物であり、著作権は篠崎大司に属します。 

著作権者の許可なく、本書の全部又は一部を紙媒体をはじめ電子媒体（インターネット）などいかなる

手段においても複製、転載、流用、転売等することを禁じます。 

著作権等違反の行為を行った場合やその他不正行為に該当する行為を行った場合は、関係法規に基づき

損害賠償請求を行う等、民事・刑事を問わず法的手段による解決を行う場合があります。 

 

④のスライドページについて 

 ④のスライドページは 2024年 8月 6日現在のものです。講義資料の改訂作業により 

ページ番号が変わることがあります。 
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チェックテスト“キーワード 30”１ 

【出題範囲】一般言語学／日英対照言語学／日中・日韓対照言語学／日本語の構造／品詞概論 

1□ (     ）とは、二つ、あるいは、二つ以上の言語について、

音、語彙、文法等の言語体系、さらには、それらを用いる行動であ

る言語行動のさまざまな部分をつきあわせ、どの部分とどの部分と

が相対応するか、あるいは、しないかを明らかにしようとする言語

研究の一分野です。 

対照言語学 

「No.002 日

英対照言語

学」スライド

3 

2□ 母語が外国語学習に与える悪影響のことを（     ）といいま

す。 
母語干渉 

「No.002 日

英対照言語

学」スライド

3 

3□ 日本語は「子音＋母音」という（     ）構造を持ちます。 

開音節 

「No.002 日

英対照言語

学」スライド

6 

4□ 英語は、音の強弱によって語の意味を弁別する（     ）アク

セントです。 
強弱 

「No.002 日

英対照言語

学」スライド

6 

5□ （     ）形容詞とは、「うれしい」「悲しい」「幸せな」「楽し

い」「つまらない」のように主名詞の感情を表す形容詞のことです。 
感情 

「No.002 日

英対照言語

学」スライド

15 

6□ 母語の影響によって生じた言葉の使い方に関する誤用のことを

（     ）的転移と言います。 
語用論 

「No.002 日

英対照言語

学」スライド

20 

7□ 中国語は４つの（     ）を持ちます。 

声調 

「No.003 日

中・日韓対照

言語学」スラ

イド 3 

8□ 韓国語と日本語は同じ（     ）語に属しています。 

膠着 

「No.003 日

中・日韓対照

言語学」スラ

イド 12 


